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たところ, 雄マウスにおいて 胸腺 および 淋巴





















































による fi1trationpatternを比較検討 した. こ
の結果本物質は testosteroneの強い影響下に
ある tubularportin に分泌輯粒として存在 し
ている可能性を強 く示唆している｡
以上,マウス顎下腺には胸腺および淋巴組織
に抑圧的に働き,生理学的にも,胸腺および淋
巴組織の年令的退縮に関係 していると思われる
物質が存在すること,しかもこの物質は従来顎
下腺に含まれていると云われている生物学的活
性諸物質のいづれとも区別さるべき恐 らく蛋自
性の未知の物質であることを報告 し,これを胸
腺淋巴組織退縮因子 ThymuslnvolutionFac-
tor,TIFとなづけた｡
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